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メンヘラについての研究としては松崎良美の研究 [35], [36], [37]が挙げられる。メンヘラに関連す




















































































































































4.2.2 Bag of Words


























分散表現、または埋め込み (word embedding) とは主に単語や複合語などの自然言語の構成要素
にベクトルを割り当て、空間内の 1つの点を 1つの単語や複合語と見なす手法である。近年、単語






Word2Vecは Continuous Bag-of-Words(CBOW)と Skip-Gram法の 2種類の手法により学習でき












4.3.1 Support Vector Machine
Support Vector Machine(SVM)は教師あり学習のアルゴリズムで、分類と回帰の両方の課題に使






12 第 4章 手法
4.3.2 Naive Bayes
Naive Bayesの元となる確率モデルは独立性仮定と共にベイズの定理 (式 4.1 )を適用することに
基づいており、教師あり学習の設定で用いられ、多くの実用例では単純ベイズ分類器のパラメータ推
定には最尤法が使われる。
P (label | features) = P (label)× P (features | label)
P (features)
(4.1)





















































そこで、今回は 2020年 6月 18日から 2020年 10月 22日までの間にハッシュタグ「#病み垢さん
と繋がりたい」を使用したことのあるアカウントをメンヘラとみなし、メンヘラ側の学習データとし
て 84804件のツイートを収集した。対する非メンヘラのデータとしては日本語のツイートをランダ
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